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CONTENTS

　生成 AI を活用した教育が注目を集めている．本号には生成 AI の教育利用に関するイベントの解説記事も掲載され
るため，詳細はそちらに譲り，本コラムでは筆者が取り組んでいる生成 AI，特に大規模言語モデル（LLM）の活用
事例を簡潔に紹介したい．
　LLM は教育活動のさまざまな場面で活用できる．授業計画の立案，シラバスの作成・レビュー，演習課題の検討，
講義資料の作成・レビュー，学生アンケート回答の分析，分析結果に基づく授業改善案の検討，各種報告書の作文等，
教育の PDCA 活動全般を自動化する上で強力な武器になっている．
　Microsoft Stream を用いると授業ビデオの文字起こしができるが，文や段落の切れ目を正しく認識できない場合も
多い．そこで，LLM を用いて分かりやすい文章に整形し，完成したテキストを LLM に入力して要約することで授業
の振り返りを行うとともに，演習問題の案も作成できる．また，各種資料を英文に翻訳することで，留学生を対象と
する授業も日本人学生と同時並行で開講できる．
　筆者の研究室では，授業ビデオの文字起こしや講義資料を LLM に学習させ，それを用いて学生が提出したレポー
トの自動採点や，学生からの質問の自動応答に取り組んでいる．LangChain や LlamaIndex 等の LLM ライブラリが
充実しつつあり，AWS や Slack 等との連携も比較的容易にできることから，学生も張り切って取り組んでいる．
　レポートの自動採点や質問の自動応答が実現されると，学生個人の理解度に合わせた個別指導も可能になることが
期待される．従来の教育では，いずれかの受講者にレベルを合わせる必要があり，学生・先生のどちらから見ても不
満があった．そうした状況を変革する機会になるかもしれない．
　今年度（2024 年度），筆者の研究グループでは「生成 AI によるシステム開発の自動化を前提としたソフトウェア
工学教育の再構築と実践」と「生成 AI によるプログラミング教育のパラダイム転換と教育支援ツールの研究開発」
の 2 件が科研費に採択された．従来，プログラムやソフトウェア文書は人間が書くという前提があったが，GitHub 
Copilot 等の登場に伴い，ソフトウェア開発プロセスや，プログラミング教育等は大きく変わるかもしれない．
　LLM 活用にはリスクもあるが，上手く活用すれば，先生が抱えるさまざまな業務の自動化や，教育の高度化に資
するだろう．ただし，LLM を的確に活用するためのスキルアップが必要になり，先生の仕事も大きく変わることが
想定される．
　将棋 AI がプロ棋士を凌駕する実力を備えたころ，「このままでは棋士は全員失業する」と本気で心配した人たちが
いた．しかし，藤井聡太 7 冠を筆頭に AI を積極的に活用する棋士たちにより将棋界は大いに賑わっている．教育の
世界でも同様に考える先生方が増えることを期待したい．
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ARTICLE

「生成系 AI による情報教育へのインパクト」開催報告

イベント概要

　本会の情報処理教育委員会で企画され，本会第

86 回全国大会の中，2024 年 3 月 16 日（土）にハイ

ブリッド形式で開催されたイベント企画「生成系　

AI による情報教育へのインパクト」について報告す

る．65-7 号の小特集「生成 AI と教育」で速報したイ

ベントの詳報である 1）．

　生成 AI を上手に活用することで，プログラミ

ングや文書作成，画像作成が効率的に行えること

が知られており，情報教育にも大きな影響がある

と考えられている．本イベントは，生成 AI，特に

ChatGPT 等の LLM（大規模言語モデル）に基づ

くサービスに注目し，最先端の教育事例を紹介す

るとともに，生成 AI を有効に活用するためのノ

ウハウを共有することを目的に実施された．基調

講演と 2 件の講演，パネル討論を通して，生成 AI

を活用した情報教育の現状，生成 AI を前提とし

た今後の情報教育の在り方について考え，新しい

教育の可能性と課題について検討した（表 -1）．

　当日の参加者は講演者を含む現地参加者が 90 名，

オンライン参加者が 90 名（現地参加者のオンライ

ン接続を含む）で，パネル討論では，参加者からも

さまざまな意見やコメントが寄せられた．

講演概要

　オープニングは，司会者である萩谷昌己氏の挨拶

から始まり，イベント趣旨と構成についての説明が

あった．引き続き，基調講演と講演 2 件が行われた．

 基調講演「生成AIと情報教育」
坂村　健（東洋大学 INIAD 情報連携学部 学部長）

　坂村氏は，生成 AI を用いた新しい研究，教育に

ついて以下の内容の講演をした．

　大学での情報教育での生成 AI 活用事例を生成 AI     

により分類させたところ，A） 学習支援・コーチン

グ，B） プログラミングスキル向上支援，C） 個別適

応型学習，D） 教材開発・管理，E） 評 価・フィード

バック自動化という 5 つが得られたこと，研究活動

に生成 AI を活用するという観点の追加を指示する

ことで，F） アカデミックスキル強化，G） 研究活動

支援の 2 つが追加されたことを示し，列挙を求める

ようなアジェンダについては生成 AI に入れればた

たき台となるリストが得られること，網羅的な分類

が得意であるといったことが生成 AI の特徴である．

結果に対しては人間が修正を加えるのがベストであ

り，優秀な部下になり得る．次の時代は，AI に適切

な指示を与えられる良い上司となるのが重要になる．

稲垣知宏
広島大学

Jr.Jr.

基
専

応
般

■ 3 月 16 日 9:30-11:30
　司会　萩谷昌己（東京大学 Beyond AI 研究推進機構 機構長）
9:30 〜 9:35　オープニング
9:35 〜 9:55　基調講演　生成 AI と情報教育
　坂村　健（東洋大学 INIAD 情報連携学部 学部長）
9:55 〜 10:15　講演　教育における生成系 AI の最新活用事例
　吉田　塁（東京大学大学院 工学系研究科 准教授）
10:15 〜 10:35　講演　生成系 AI を前提とする情報教育をめぐって
　稲垣知宏（広島大学 情報メディア教育研究センター 教授）
10:35 〜 11:25　パネル討論　生成系 AI を前提とする情報教育と教育
における生成系 AI の活用の未来
パネリスト：
　坂村　健（東洋大学 INIAD 情報連携学部 学部長）
　吉田　塁（東京大学 大学院 工学系研究科 准教授）
　稲垣知宏（広島大学 情報メディア教育研究センター 教授）
　美馬のゆり（公立はこだて未来大学 システム情報科学部 教授）
11:25 〜 11:30　クロージング

表 -1　シンポジウムのスケジュール
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デルと呼んでいるものの，GPT，Gemini，Claude     

など複数のモデルで音声対応等のマルチモーダル化

が進んでいる現状について説明した．

　教育分野における活用事例としては，プログラミ

ングの授業における生成 AI の具体的な活用例とし

て，電卓の画像認識からのコード生成，およびド

ラッグ & ドロップ可能なポップアップウインドウ

のコード生成について紹介した．従来は，サンプル

コードを探し，その修正から始めていた作業を，最

初からコードを生成してくれ，バグの修正方法につ

いても解決策を示してくれる．さまざまなことがで

きるようになっており，センセーショナルな広報も

されているが，実際に利用してみると，まだまだう

まくいかない場合もある．また，カスタマイズと確

認作業が必須であるが，小テストの作成に生成 AI

を利用することもできるようになっている．

　さらに，最新の事例として，ACM （Association 

for Computing Machinery） の テ ク ニ カ ル シ ン

ポ ジ ウ ム 55th SIGCSE TS （Special Interest 

Group on Computer Science Education Technical 

Symposium） 2024 から，P. Denny（オークランド大）

ほかによるプロンプトのみでコーディングの問題を

解けるかの調査，R. Liu（ハーバード大）ほかによ

るコンピュータサイエンス導入コースでの専用ツー

ルの利用についてを紹介した 3）．

　また，さまざまな国で多様な取り組みが行われて

いるが，動きが早かったイギリスでは，2023 年 6 月

14 日に教育省が生成 AI 活用に関するエビデンス提

供を呼びかけ，11 月に回答の概要が公開された．そ

の中では，教員の利用例とともに

 • 利点：時間の節約，教育の質向上

 • 懸念：生徒の生成 AI への過度の依存，不正行為，

データ保護とプライバシーのリスク

 • ニーズ：安全で効果的な生成 A I の導入を支援す

るための取り組み

などが示されていた．

　さらに，生成 AI の出力が必ずしも正確でない場

合があることを指摘し，教員による評価方法の検討

現状では，「こうしたい」，「こうなりたい」といった

思いのない AI に対して，何をしたいのかうまく伝

えなくてはいけない．そのためには，コミュニケー

ションスキル，論理的思考力や語学力が役立つ．

　このような中，東洋大学情報連携学部では，初年

次教育としてプログラミング，コミュニケーション

と数学を重視している．生成 AI については 2022

年 11 月から検討を開始し，2023 年 4 月から全学利

用できるようにした．実習時の指導では GPT に質

問することを推奨し，評価基準としては GPT を利

用したことを前提とし，対話ログを提出させる，ユ

ニークであることを重視するといった工夫をした．

　また同学部ではすべての学生が有料版 GPT を利

用できる学習環境を整えるため，AI-MOP と呼ばれ

る環境を開発し 2），加えて，自身のプログラムにも

API で組込み可能にした．活用事例として，学部 2

年生が ChatGPT 利用や API を組み込んだプログラ

ム開発を積極的に行っている状況，3 年生のチーム実

習でのマインドマップ作成アプリ開発，卒業研究で

のナビゲーションアプリ開発等の成果を紹介した．

　最後に，プログラミングスキルが不要になっている

わけではなく，AI と協力して仕事をする上でも，プ

ログラムの読み書きができると有利であることを述べ

た．将来的に，教育のアジャイル化，大学 DX と表裏

一体であるが変われる大学になることが必要になると

提言し，日本では少ないプロジェクトマネージャーに

なれる人間をどうやって育てるかの重要性を強調した．

 講演「教育における生成系AIの最新活用事例」
吉田　塁（東京大学 大学院工学系研究科 准教授）

　吉田氏は，生成 AI の最新状況と教育分野におけ

る活用事例について講演した．

　まず，生成 AI の最近の動向として，各種のベン

チマークの結果から，さまざまなタスクに対して最

高水準の結果を出すようになっていること，数学に

関してはまだ向上の余地があるが，プログラミング，

コーディングに関してはすでに高い性能を示してい

るといった特徴を概観した．また，大規模言語モ
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が必要あること，リスクを踏まえた活用が重要であ

ることに言及した．

 講演「生成系AIを前提とする情報教育をめぐって」
稲垣知宏

（広島大学 情報メディア教育研究センター 教授）

　生成 AI を前提とした大学での一般情報教育およ

び専門教育のこれからについて講演した．

　生成 AI を利用したことがある，あるいは継続的

に利用している大学生が増えている中，文部科学省

による 2023 年 10 月末から 11 月初旬の数理・デー

タサイエンス・AI 教育プログラム認定校を対象と

した調査では，約 6 割が生成 AI を踏まえた授業を

実施していると回答している．生成 AI に関する技

術開発と普及のスピードは驚くほどで，学生は何を

どう学ぶべきなのか，どのように授業を準備し，評

価すればよいのかが常に議論になっている．今後，

どの分野でどのように使われるようになっていくか

不明な状況，技術開発に倫理的な検討が追いついて

いない現状，初等中等教育も変わっていく中で大学

での情報教育を考えていく必要がある．

　一般情報教育では生成 AI を活用していくための

能力を，専門教育ではシステムへの組込み，新たな

技術の創造も目指すべきではないかと指摘した．ま

た，新しい一般情報教育の事例として，広島大学の

新入生向けに行われた，生成 AI に触れながらその

利点とリスクについて議論するグループワークを中

心とした授業実践とその国際展開，開発した有料版

GPT を利用しつつ議論できる学習支援ツールにつ

いて紹介した 4）．

　最後に，生成 AI が教育現場にもたらす将来的な

影響と，学会に期待される役割を展望した．本会で

策定しているカリキュラム標準に触れ，大規模言語

モデル，AI の組込み，AI に関する規程などを考慮

した改定が必要になっていること，カリキュラム標

準自体の在り方についての検討も行いたいことを指

摘し，生成 AI と情報教育に関する継続的な現状把

握とさまざまな教育実践の蓄積，教育機関が連携し

ていくためのプラットフォーム整備が必要であると

提言した．

パネルディスカッション概要

　講演者 3 名に加え美馬のゆり氏が参加し，生成系

AI を前提とする情報教育と教育における生成系 AI

の活用の未来をテーマとしたパネルディスカッショ

ンが行われた．議論に先立ち，美馬氏から AI 時代

の教育と学習に関する話題提供があった．

 話題提供「AI 時代の教育と学習」
美馬のゆり

（公立はこだて未来大学 システム情報科学部 教授）

　最初に，米国の AI エデュケーションプロジェク

トと協力して開発している高校生向け教材から 2 題

を例示し，偽情報，誤った情報，仕事への影響，安

全性の問題等の生成 AI の社会的影響に触れた 5）．

2019 年に OECD が Learning Compass 2030 として     

公開した，2030 年を生きる子どもたちの学習枠組

みの中から自分の周りに良い変化を起こす力や意志

を持った主体である Agency という態度，向き合う

姿勢，つまり社会との相互作用の中で位置付けられ

る特質について紹介した．例示した教材でも重要に

なる「議論を基盤とした学習」は，批判的に考えつつ

自分なりの考えを持つことで，批判的思考やそれが

誰に利益をもたらすのかを考えること，教室内での

参加型民主主義に繋がっていくことを指摘した．

　多元的共生社会の中で，他者の視点やバイアスに

気づくことの重要性が指摘された．また，グローバ

ルには経済や社会の格差拡大，政治情勢の不安定

化，ローカルには経済の衰退，人口減少と高齢化が

進んでいる．このような中，地球市民として自律的

に学び続け新しい道を切り拓いていく人を育てる必

要がある．そのためには DEIA （Diversity, Equity, 

Inclusion, Accessibility） が重要になる．AI 時代の

リテラシーとして小さな声を聞く，あるいは発して

いくといったことが必要であり，「議論を基盤とし
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た学習」等により，多様な人たちが出てきて社会を

変えていくことができるようになると提言した．さ

らに，理系文系に関係なく情報システムを作ってい

くようになる社会という展望を示した． 

 パネルディスカッション
　萩谷氏が司会を務め，生成 AI の教育現場での具

体的な活用方法や課題について，各パネリストが意

見を述べた．ここでは，議論の一部を紹介する．

	• 生成 AI を活用するために学生が学ぶべき事項，知識，

スキル，注意点，教員が学ぶべき事項は何か？ 

　学生は歴史や流れを知るべきで，教員は新しいも

のが出てきたときにそれを制限するのではなくどう

やって使うかを考えるべきである．AI は必ずしも

正しいことを言わないということ，過度に依存しな

いことを教え，実際に触ってもらって分野ごとに検

討すべきである．不安を持って使おうとしない学生

のサポートが必要になる．教育アジャイル化の一方

で，本質は何かと問うことが重要である．教員が仲

間を集めて議論する，そのための仕組み作りが重要

ではないか．

	• プログラミング言語教育は不要になるのか？

　プログラミング言語はコンピュータに指示を与え

るコミュニケーションと捉えると，今後，変わって

いくと思うがなくなることはない．言語の知識がな

いと検証ができない等あり，現状の技術では必要．

プログラミング教育で提供していたのは知識やスキ

ル，さらにその背後にメタ知識がある．なくすこと

によって失うものは何か議論していく必要がある．

生成 AI を使いこなすスキルも含め，プログラミン

グ教育は高度になっていく．

	• 生成 AI についてより詳しく勉強したいと思ったとき

にどうしたらよいか？

　何を学びたいかを明確にして，周りで仲間を探す

のがよいのではないか．生成 AI について学ぶので

あれば，Generative AI for Everyone という無料の

講座があり，自動翻訳で日本語でも学べる 6）．ほか

にもさまざまな講座や資料がある．さまざまな AI

にいろいろと聞いてみるのもよい．

　ほか，パネルディスカッションでは，生成 AI が

教育に与える可能性と課題について変化していく状

況，多角的な視点が共有され，今後の教育の方向性

について貴重な示唆が得られる内容であった．

シンポジウムを終えて

　本シンポジウムに関するアンケートには 43 名から

回答があり，その中の 41 件で満足度 4 もしくは 5 と

評価いただいた．回答者の 28 名は大学教員であった

が，学生 5 名，高校教員 3 名等となっており，幅広

い層の参加者があった．講義内容が参考になったと

いった意見と同時に，今後，学会によるサポートへ

の期待，年齢に必要な制限，生成 AI を活用した教育

の評価方法や著作権の問題など教育における注意点

について，さらなる議論に期待する声もあった．

　講演内容，パネルディスカッションでの議論とア

ンケート回答を本イベントの成果として，カリキュ

ラム標準の検討，教育支援のための活動に繋げてい

ければと考えている． 
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